
（答え）嶋基宏さん（東北楽天イーグルス当時選手会長） 

 ４月８日、一つ上の学年に進級した子どもたちが希望に胸を 
膨らませ元気に登校しました。始業式では新しい１年のスタートに 
あたって、私がこんな学校になったらいいなと目標を立てたことを話しました。
その目標が、「一人一人が夢を持ち、一人一人が主役になる楽しい学
校」です。そのために、子どもたちに大切にしてもらいたいことを３つ話しまし
た。 
 １つ目は、「学校で勉強したことは、毎日の生活の中でどんどん使うこと」
です。学校は、本を読んだり、字を書いたり、計算をしたり、調べたり教科の勉
強をします。また、友だちと仲良く遊んだり、困ったときは助け合ったりする心
の勉強もします。勉強したことはどんどん使ってほしいと思います。 
 ２つ目は、「『ありがとう』の言葉を心を込めて言えるようになること」です。
地域には、子どもの安全を見守ってくださる人や子どもたちが困らないよう
に手を貸してくださる人がいます。学級や学校でも困っていると声をかけてく
れる友だちがいます。「ありがとう」は、自分も周りの人も幸せにしてくれる魔
法の言葉です。たくさん使えるようになってほしいと思います。 
 ３つ目は、「自分でできることは 自分ですること」です。そうすれば、でき
ることが少しずつ増えていきます。できなかったことや苦手なことができるよう
になる喜びをいっぱい味わってほしいと思います。主役になるためには努力
が大切です。私たちは努力を惜しまない久玉っ子を応援していきます。 

～校長室より～

Our ties will be more strong 

Our ties is forever 平成２８年４月１９日 
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私
は
、
災
害
の
際
に
は
、

家
族
の
名
前
で
募
金
を
す

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

知
ら
ん
ふ
り
を
し
て
い
な

い
と
い
う
意
思
表
示
で
す
。 

 

ま
た
、
数
年
前
の
広
島

の
土
砂
災
害
を
見
て
、 

ユ

ン
ボ
の
資
格
を
取
り
ま
し

た
。
定
年
退
職
後
被
災
地

に
ユ
ン
ボ
を
持
っ
て
行
け
ば

何
か
の
役
に
立
つ
と
考
え

た
か
ら
で
す
。  

 

私
た
ち
に
何
が
で
き
る

か
、
家
族
で
考
え
る
と
、
子

ど
も
の
心
は
ま
た
成
長
す

る
と
思
い
ま
す
。 

 

あ
の
大
災
害
は
本
当
だ
っ
た
の
か
、
今
で
も
信
じ
ら
れ

ま
せ
ん
。  

先
日
、
神
戸
で
募
金
活
動
を
し
た
時
に
「
前
は
私
た
ち

が
助
け
ら
れ
た
か
ら
、
今
回
は
私
た
ち
が
助
け
る
」
と

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

今
、
日
本
中
が
東
北
、
そ
し
て
震
災
を
う
け
た
方
々
を

応
援
し
、
全
力
で
支
え
あ
お
う
と
し
て
い
ま
す
。 

今
、
ス
ポ
ー
ツ
の
域
を
超
え
て
、
野
球
の
真
価
が
問
わ

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。  

 
 

見
せ
ま
し
ょ
う 

野
球
の
底
力
を  

 
 

見
せ
ま
し
ょ
う 

野
球
選
手
の
底
力
を  

 
 

見
せ
ま
し
ょ
う 

野
球
フ
ァ
ン
の
底
力
を  

 
 

共
に
頑
張
ろ
う
東
北 

支
え
あ
お
う
日
本  

（
以
下
略
） 

児童のみなさんへ～
 

 

 

 

 

 
 

久
玉
小
玄
関
の
時
計
は
最
初
の
地

震
の
時
間
で
止
ま
っ
て
い
ま
し
た 

久玉小スタッフは～ 

保護者のみなさまへ～ 


